海外実験支援申請書 Ver.2.8

　東京大学物性研究所　海外実験支援プログラム　申請書
本海外実験支援は、2020年度もしくは2019年度物性研中性子全国共同利用に採択された課題のうち、国内での実施見込みが立たないため海外施設に応募し採択された課題（原則、1課題あたり2名まで。複数申請可）を対象とします。支援範囲は往復の格安航空券代・宿泊費・日本国内交通費、海外現地の空港から用務地までの公共交通機関（鉄道、バス等）による交通費及び日当です。支援金額の上限は３５万円です。支援対象者は原則として大学および大学共同利用機関法人に属する大学院生および教職員（ポスドク含む）です。

・以下を記入の上、電子メールにて添付書類と共に東京大学物性研究所附属中性子科学研究施設 中性子共同利用チーム事務局・大島 へ送付すること。電子メール: nsl-appl@issp.u-tokyo.ac.jp(必ずタイトルに「海外実験支援申請」と記載すること) 。
・申請者は、実験旅費の支援を受ける者自身であること。代理での申請はできません。同一の海外施設実験課題に対して最大2名までの申請を受け付けます。希望が多数の場合は大学院生、若手研究者を優先します。
・次の書類の写しを添付のこと。a. 航空券代・宿泊費の見積書。b. 海外施設に提出した申請書の写し。c. 海外施設で課題が採択されたことを示すエビデンスの写し（課題採択通知の写し、担当者からの電子メールのコピーなど）

· 本支援に採択された場合には、さらに次の書類を提出すること。                                             
a) 海外実験支援プログラム実験終了報告書（指定書式。施設HPよりダウンロード）
b) 航空券の領収書（支援対象者本人の宛名のもの）・往復分の半券・予約確認書

c) ホテルの領収書またはレシート
d) 海外現地交通費利用の場合は、領収書またはレシート

· 不明な点は、電子メールnsl-appl@issp.u-tokyo.ac.jp(事務局・大島。必ずタイトルに「海外実験支援」または「海外旅費支援」の文字を入れること)

1. 申請者所属・職位(学年)・氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2. 申請者連絡先：
住所：〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話：　　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　　e-mail：　　　　　　　　　　　　　　　
3. 申請額：　　　　　　　　　　　　円（*航空券代・宿泊費については見積書を添付してください）
4. 実験を行う海外の施設・装置名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　研究代表者所属・職位：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　氏名・電子メール：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  　海外申請課題名（英語）　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
5. 物性研中性子課題番号・装置名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　研究代表者所属・職位：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　氏名・電子メール：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 採択課題名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
6. 実施する実験の概要（140字程度以内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
7. 旅費の支援を申請する理由（140字程度以内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
8. 旅程： 滞在日数　　　日／配分された(海外の施設での)マシンタイムの日数(時間)　　　日・時間
	月　日
	発着地
	摘　要
	宿泊地

	
	
	
	


*未定の場合は、計画する滞在日数と配分されたマシンタイムについてだけ記載すること
*「適要」は、移動、実験準備、実験、実験後の解析、実験打ち合わせ等を記載すること
東京大学物性研究所　海外実験支援プログラム　申請書
本海外実験支援は、2020年度もしくは2019年度物性研中性子全国共同利用に採択された課題のうち、国内での実施見込みが立たないため海外施設に応募し採択された課題（原則、1課題あたり2名まで。複数申請可）を対象とします。支援範囲は往復の格安航空券代・宿泊費・国内交通費、及び日当です。支援金額の上限は３５万円です。支援対象者は原則として大学および大学共同利用機関法人に属する大学院生および教職員（ポスドク含む）です。

・以下を記入の上、電子メールにて添付書類と共に東京大学物性研究所附属中性子科学研究施設 中性子共同利用チーム事務局・大島 へ送付すること。電子メール: nsl-appl@issp.u-tokyo.ac.jp(必ずタイトルに「海外実験支援申請」と記載すること) 。
・申請者は、実験旅費の支援を受ける者自身であること。代理での申請はできません。同一の海外施設実験課題に対して最大2名までの申請を受け付けます。希望が多数の場合は大学院生、若手研究者を優先します。
・次の書類の写しを添付のこと。a. 航空券代・宿泊費の見積書。b. 海外施設に提出した申請書の写し。c. 海外施設で課題が採択されたことを示すエビデンスの写し（課題採択通知の写し、担当者からの電子メールのコピーなど）

· 本支援に採択された場合には、さらに次の書類を提出すること。                                             
e) 海外実験支援プログラム実験終了報告書（指定書式。施設HPよりダウンロード）
f) 航空券の領収書（支援対象者本人の宛名のもの）・往復分の半券・予約確認書

g) ホテルの領収書またはレシート

· 不明な点は、電子メールnsl-appl@issp.u-tokyo.ac.jp(事務局・大島。必ずタイトルに「海外実験支援」または「海外旅費支援」の文字を入れること)

1. 申請者所属・職位(学年)・氏名：　 大岡山大学大学院理工学研究科　D3　佐藤　卓慈　　　　
2. 申請者連絡先：
住所：〒　152-8550　東京都目黒区大岡山2-12-1　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話：　03-1111-1111　　　FAX：　03-1111-1112　　e-mail：　tj@ookayama.ac.jp　 　　　　
3. 申請額：　　36,000　+日当円（*航空券代・宿泊費については見積書を添付してください）
4. 実験を行う海外の施設・装置名：　　HANARO(KAERI)・HRPD　　　　　　　　　　　　　
　　研究代表者所属・職位：　大岡山大学大学院理工学研究科　教授　　　　　　　　　　　　　

　　氏名・電子メール：　    中性子　太郎・xxxx@xxx.xxx.ac.jp　　　　　　　　　　　　　　

  　海外申請課題名（英語）　：　Studies on BaFe2(As,P)2 single crystal　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
5. 物性研中性子課題番号・装置名：　　18100・HERMES 　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　研究代表者所属・職位：　大岡山大学大学院理工学研究科　教授　　　　　　　　　　　　　

　　氏名・電子メール：　　　中性子　太郎・xxxx@xxx.xxx.ac.jp　　　　　　　　　　　　　　

　　 採択課題名：　BaFe2(As,P)2　単結晶の研究 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6. 実施する実験の概要（140字程度以内）
BaFe2(As,P)2 単結晶についてその低エネルギー磁気励起を低温（超伝導相）で測定する事により　
磁気揺動のQ空間異方性の詳細を明らかにする。特に超伝導ギャップ対称性に対する知見を得る。 
実験は HANARO の冷中性子3軸分光器、および10Tマグネットを用いて行う。　　　　　　　　
7. 旅費の支援を申請する理由（140字程度以内）
今回の実験はH27年度物性研中性子共同利用（C11）に採択されたが、JRR-3の運転再開時期が不透明であり早急な実験が望めない。一方で、学位取得の為には出来るだけ早い実験実施が必要であり、ANAROに実験申請をした所、課題が認められた。このため旅費の支援を希望するものである。　
8. 旅程： 滞在日数　14日／配分された(海外の施設での)マシンタイムの日数(時間)　　7日・時間
	月　日
	発着地
	摘　要
	宿泊地

	6月12日

6月13日〜17日

6月18日〜24日

6月25日
	茨城-ソウル

ソウル-茨城
	移動

実験前準備

実験

実験片付け・移動
	デジュン

デジュン

デジュン




*未定の場合は、計画する滞在日数と配分されたマシンタイムについてだけ記載すること
*「適要」は、移動、実験準備、実験、実験後の解析、実験打ち合わせ等を記載すること
